
公
開
講
演
会

五
月
二
七
日
（
日
）
一
時
半
’
四
時
半
大
垣
市
文
化
会
館
主
催
“
慾

斎
研
究
会
・
東
海
酬
学
の
会

式
辞
水
野
瑞
夫

来
賓
祝
辞
日
比
野
仙
三
（
大
垣
市
教
育
長
）
、
堀
幹
夫
（
岐
阜
薬
科
大
学

学
長
）
、
宗
田
一
（
日
本
医
史
学
会
）
、
田
村
道
夫
（
植
物
分
類
地
理
学
会
）
、

飯
沼
順
二
（
飯
沼
家
当
主
）

記
念
講
演
『
飯
沼
慾
斎
に
つ
い
て
』
北
村
四
郎
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

会
長
青
木
一
郎
の
各
氏
で
あ
る
。

雑
報

飯
沼
慾
斎
生
誕
二
百
年
記
念
行
事

美
濃
大
垣
の
蘭
方
医
で
『
草
木
図
説
』
の
著
者
、
あ
る
い
は
初
期
の
写
真

研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
飯
沼
慾
斎
の
生
誕
二
百
年
を
記
念
す
る
行
事
が
昭

和
五
九
年
五
月
、
ゆ
か
り
の
大
垣
市
に
お
い
て
盛
大
に
実
施
さ
れ
た
。
同
市

を
中
心
に
す
で
に
坪
井
信
道
、
江
馬
蘭
斎
、
小
森
桃
嶋
な
ど
の
顕
彰
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
青
木
一
郎
氏
を
は
じ
め
と
し
、
江
馬
文
書
研
究
会
の

メ
ン
ゞ
ハ
ー
な
ど
に
よ
る
意
欲
的
な
活
動
の
成
果
で
、
同
地
方
の
研
究
者
層
の

厚
さ
が
実
感
さ
れ
る
。
今
回
の
行
事
の
推
進
役
と
な
っ
た
『
飯
沼
慾
斎
生
誕

二
百
年
記
念
事
業
会
』
は
名
誉
会
長
北
村
四
郎
、
会
長
水
野
瑞
夫
、
副

魁
斎
生
誕
二
百
年
記
念
事
業
会

飯
沼
慾
斎
生
誕
二
百
年
記
念
式
典

五
月
二
七
日
（
日
）
十
時
’
十
二
時
、
大
垣
市
文
化
会
館
主
催
錘
飯
沼

『
飯
沼
慾
斎
』
の
発
行

飯
沼
慾
斎
生
誕
二
百
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
に
な
る
Ｂ
５
判
三
四
○
頁

の
堂
々
た
る
大
冊
『
飯
沼
慾
斎
』
が
記
念
式
典
当
日
に
発
行
・
配
布
さ
れ

た
。
記
念
事
業
会
は
岐
阜
市
三
田
洞
東
五
岐
阜
薬
科
大
学
内
に
あ
る
。
な

お
同
大
学
内
〈
慾
斎
研
究
会
〉
は
『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
』
を
発
行
し
て
お

り
、
同
日
ま
で
に
二
三
号
を
出
し
て
い
る
。

な
お
五
月
二
七
日
に
は
平
林
荘
の
見
学
が
行
わ
れ
、
ま
た
同
夜
は
『
飯
沼

慾
斎
」
と
『
江
馬
家
来
簡
集
』
の
出
版
を
記
念
す
る
合
同
懇
親
会
が
も
た
れ

い
ず
れ
も
盛
会
で
あ
っ
た
（
長
門
谷
洋
治
）

飯
沼
慾
斎
解
剖
之
地
碑
除
幕
式

五
月
二
六
日
（
土
）
十
一
時
大
垣
市
本
今
町
今
村
墓
地
内
主
催

飯
沼
慾
斎
生
誕
二
百
年
記
念
事
業
会

飯
沼
慾
斎
展

五
月
二
六
日
’
六
月
三
日
大
垣
市
文
化
会
館
主
催
印
大
垣
市
大
垣

市
教
育
委
員
会
展
示
物
の
収
録
と
解
説
を
付
し
た
『
飯
沼
慾
斎
』
が
編

集
、
発
行
さ
れ
た
。

飯
沼
慾
斎
と
東
海
蘭
学

飯
沼
慾
斎
の
屍
体
解
剖
に
つ
い
て

慾
斎
に
お
け
る
植
物
図
鑑
の
系
譜

飯
沼
慾
斎
の
植
物
研
究

慾
斎
生
涯
の
転
機

司
会

岩遠水井青斎

崎藤野波木藤

鐵正瑞一一

志治夫雄郎信
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財
団
法
人
「
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
」
は
、
主
と
し
て
西
洋
医
学
と

そ
の
周
辺
の
科
学
の
古
典
を
収
集
・
保
管
し
、
こ
れ
ら
を
閲
覧
に
供
し
、
紹

介
す
る
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
．

こ
の
資
料
館
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
解
剖
学
教
授
で
あ

り
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
発
見
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
故
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
（
国
ｇ
‐

胃
具
旨
．
胃
い
易
）
博
士
が
残
し
た
、
豊
富
な
医
学
古
典
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
主
体
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
着
た
と
内
容
充
実
に

つ
と
め
、
現
在
図
書
の
点
数
は
、
未
整
理
分
を
含
め
て
約
一
、
○
○
○
点
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
特
筆
し
た
い
の
は
、
館
の
運
営
委
員
を
中
心
と
す
る

厳
密
な
選
定
に
よ
る
質
の
高
さ
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
『
人
体
構
造
論
』
ｅ
の
冒
日
画
昌
８
号
。
鳥
毎
頁
旨
“
号
冨
房
①
宮
の
日
）

の
初
版
（
一
五
四
三
）
、
二
版
（
一
五
五
五
）
と
一
五
六
八
年
版
を
揃
え
、

あ
る
い
は
ク
ロ
ー
ド
．
、
ヘ
ル
ナ
ー
ル
の
主
要
著
作
の
所
蔵
は
二
九
点
に
及
ぶ

と
い
う
状
況
で
、
特
に
一
八
世
紀
以
降
の
文
献
が
充
実
し
て
い
る
。
（
蔵
書

目
録
は
定
価
三
、
○
○
○
円
。
申
込
象
は
同
館
事
務
局
〔
後
記
〕
）

な
お
同
館
で
は
、
上
記
の
流
れ
と
は
別
に
、
勝
海
舟
に
関
す
る
資
料
約
三

○
○
点
も
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
も
有
名
な
「
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
ご
を
は

じ
め
と
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
．

こ
の
館
で
は
機
関
誌
と
し
て
「
科
学
医
学
資
料
研
究
」
（
Ｂ
５
判
一
二
・
ヘ

ー
ジ
・
月
刊
）
を
出
し
て
い
る
。
医
学
を
中
心
と
し
て
、
生
物
学
な
ど
関
連

科
学
の
歴
史
的
観
点
か
ら
の
研
究
・
紹
介
を
載
せ
る
小
冊
子
で
あ
る
。
テ
ー

マ
も
な
か
な
か
多
彩
で
し
ゞ
ヘ
ル
も
高
く
、
同
学
の
諸
兄
姉
に
お
奨
め
し
て
失

野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
に
つ
い
て

望
を
か
う
催
れ
は
な
い
と
考
え
、
館
の
評
議
員
と
し
て
、
ま
た
一
読
者
と
し

て
ご
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

申
込
象
先
函
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
事
務
局

〒
叩
東
京
都
文
京
区
音
羽
一
‐
ニ
ー
ニ
第
二
音
羽
ビ
ル

（
電
話
）
○
三
’
九
四
七
’
六
四
七
九

申
込
糸
方
法
”
「
科
学
医
学
資
料
研
究
」
購
読
希
望
の
旨
葉
書
で
申
込
め

ば
、
支
払
用
振
替
用
紙
を
同
封
し
て
発
送
。

購
読
料
”
年
間
（
一
月
’
一
二
月
）
三
、
○
○
○
円
（
年
度
の
途
中
申
込

糸
の
場
合
は
一
月
分
か
ら
を
ま
と
め
て
送
付
）

ま
た
資
料
館
で
は
、
「
友
の
会
」
の
組
織
を
持
ち
、
資
料
閲
覧
は
「
友
の

会
会
員
ま
た
は
そ
の
紹
介
の
あ
る
人
と
す
る
」
こ
と
を
原
則
と
し
て
運
営
し

て
い
る
の
で
、
ご
希
望
の
向
き
は
上
記
機
関
誌
上
に
折
々
掲
載
さ
れ
る
会
の

要
項
を
ご
覧
の
上
、
加
入
さ
れ
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
（
年
会
費
四
、
○
○
○

円
．
会
員
に
は
機
関
誌
無
料
配
布
）

矢
部
一
郎
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一
○
世
紀
の
ビ
ザ
ン
チ
ン
で
シ
ャ
ム
双
生
児
に
外
科
手
術
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
』
こ
の
症
例
は
数
種
の
年
代
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。 抄

録

シ
呂
侭
旨
巴
○
℃
９
閏
５
口
つ
め
二
頁
日
の
ｇ
ｏ
己
酸
四
日
風
①
ワ
ミ
冒
函
Ｑ
匡
昌
祠
昏
①

厨
旨
昏
３
国
目
『
く
旨
国
雨
脚
昌
旨
日
．
○
国
．
弓
①
具
○
ぬ
匙
○
ぬ
閏
己
』
⑦
．
Ｆ
路
〔
画
‐

、

国
８
勿
）
函
匡
馬
昏
〕
ｇ
三
句
西
冒
（
）
ご
昌
冒
ａ
ご
己
①
麗
覗
忠
山
ｓ
》
ら
望
．

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、
一
九
五
○
年
代
に
お
け
る
京
都
の
労
働
衛
生
事
情
藤
田
幸
子

二
、
日
本
の
救
貧
政
策
乾
修
然

（
京
都
工
場
保
健
会
）

三
、
空
知
栄
治
監
に
お
け
る
囚
人
炭
鉱
労
働
の
衛
生
野
村
茂

（
熊
本
大
医
学
州
）

四
、
大
阪
の
労
働
衛
生
史
三
浦
武
夫

（
大
阪
府
職
業
病
セ
ン
タ
ー
）

五
、
大
阪
に
お
け
る
職
業
性
尿
路
腫
瘍
の
歴
史
原
一
郎

（
関
西
医
大
）

第
一
八
回
労
働
衛
生
史
研
究
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
産
業
衛
生
学
会
）

日
時
“
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
八
月
二
五
Ⅱ
（
土
）

一
四
“
○
○
’
一
七
“
○
○

会
場
”
大
阪
府
職
業
病
セ
ン
タ
ー

弓
胃
呂
冒
胃
唾
○
○
昌
冒
こ
ぃ
盲
唖
は
最
も
詳
し
く
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

○
Ｏ

よ
る
と
九
四
五
年
あ
る
怪
物
が
ア
ル
メ
’
一
ア
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル

市
に
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
下
腹
部
で
合
体
し
た
二
人
の
少
年
で
あ
っ
た
。

初
め
は
物
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て
尊
敬
さ
れ
た
が
、
後
に
は
悪
魔
の
使
い
と
し

て
市
か
ら
追
放
さ
れ
た
．
後
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
王
の
時
代
再
び
市
に
戻
っ

て
き
た
。

一
方
の
少
年
が
死
亡
し
た
時
、
腕
の
立
つ
外
科
医
は
合
体
部
で
死
者
を
切

り
離
す
手
術
を
施
行
し
た
が
、
三
日
後
に
そ
の
少
年
も
死
亡
し
た
と
い
う
。

一
○
世
紀
の
年
代
記
家
等
冒
８
巨
冨
愚
０
５
．
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
録
を
造

し
て
い
る
。

二
世
紀
の
年
代
記
家
］
。
：
己
隅
蒔
く
三
Ｎ
①
の
は
記
録
を
残
し
て
い
る
が
、

堆
本
的
に
は
己
］
８
亘
昌
。
①
鯛
９
昌
冒
匡
昌
二
銅
の
肥
録
の
二
番
煎
じ
で
あ
る
。

他
に
二
枚
の
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
．
一
枚
は
合
体
し
た
双
生
児
を
示
し
、
一

枚
は
外
科
医
が
手
術
を
行
っ
て
い
る
図
で
あ
る
。
絵
は
二
○
○
年
に
描

か
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
複
写
で
あ
ろ
う
と
い
う
．
し
か
し
二
枚
の
絵
に
は

二
、
三
の
矛
盾
が
あ
る
。
例
え
ば
一
方
で
は
冨
唱
冒
唱
的
‐
吾
。
３
８
冒
唱
い
‐

の
①
亘
亘
ｏ
冨
唱
唖
で
合
体
し
て
い
る
が
、
も
う
一
枚
の
絵
で
は
二
頭
、
二
霄

体
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
．

い
ず
れ
に
せ
よ
、
絵
は
異
っ
て
い
る
が
外
科
の
手
術
が
行
わ
れ
た
こ
と
だ

け
は
記
録
が
一
致
し
て
い
る
。

九
六
三
年
ア
ラ
ブ
の
医
者
は
シ
ャ
ム
の
双
生
児
の
一
人
が
死
亡
し
た
の
を

手
術
す
る
一
」
と
を
拒
否
し
た
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
一
七
世
紀
の
末
期

に
手
術
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
シ
ャ
ム
双
生
児
の
手
術
の
記
録
は
見
ら
れ
な

い
。

（
松
木
明
知
）
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四四ぺ

七六1

二九ジ

ペ
ー
ジ

正
誤
表

第
二
十
九
巻
四
号

小
関
恒
雄
「
明
治
六
、
七
年
度
東
京
大
学
医
学
部
学
科
表
」

二
七
四

（
一
一
一
ハ
）

第
三
十
巻
三
号

添
川
正
夫
「
日
本
に
牛
痘
苗
の
活
着
し
た
こ
と
を
報
じ
た
宕
箇
”
ｇ
①

Ｃ
Ｏ
員
画
昌
（
一
八
派
○
年
一
月
五
日
付
）
の
記
辮
に
つ
い
て
」

第
三
十
巻
三
号

二
宮
陸
雄
「
シ
昌
固
ご
但
昏
言
四
易
胃
目
〕
○
｛
・
曽
⑦
Ｆ
昌
目
胃
の
毎
ｇ

ｏ
『
国
冒
‐
一
目
こ
の
儲
幸
い
へ
固
〆
も
⑦
昌
貝
５
百
ｓ
昌
○
与
国
の
胃
〔
酋
買
員
〕
日
●
⑦
画
切
》

（
胃
⑦
い
い
）
」 箇

所
一
誤

水
曜
二
等
三
限
本
科
生
テ
ニ
ー
ッ

三
等
予
科
生
水
舩
二
限
同
氏

行

&’
蔦冒'ぎ'1開

冒|冨
一 ■

1房局
1く.どき》脚ロー

＜
ｰ□ 一

七
巻

号Ig
IFざ

ＥＩ

デ
ニ
ー
ッ

ブ
ソ
ク
氏

二
九
巻

正

｜｜
’

第
八
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
ご
案
内

昭
和
六
十
年
五
月
、
弘
前
に
お
い
て
左
記
要
領
に
よ
り
、
第
八
六
回
日
本

医
史
学
会
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
“
会
員
諸
先
生
方
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。記

会
期
軸
昭
和
六
十
年
五
月
二
五
日
（
土
）
、
二
六
日
（
日
）

会
場
》
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

〒
脳
弘
前
市
上
靴
師
町
二
四
’
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
一
七
二
’
三
六
’
一
二
二

日
程
韓
理
桝
評
磯
貝
会
五
月
二
四
日
（
金
）
午
後
五
時
三
○
分
か
ら

於
ホ
テ
ル
’
一
ユ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

溝
演

緋
別
識
演
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
医
史
学
教
育
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学

医
史
学
エ
ド
ァ
ル
ド
・
ザ
イ
ド
ラ
ー
教
授

小
川
に
お
け
る
医
学
史
研
究
の
現
況
北
京
中
医
研
究
院

医
史
文
献
研
究
所
李
経
緯
所
長

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
医
の
倫
即
大
塚
恭
男

川
喜
川
愛
郎

山
形
敞
一
（
五
十
音
順
）

（
僻
別
発
言
）
肺
川
侶
良
（
弘
前
大
）

公
開
講
演
日
本
の
医
療
史
宗
田

日
本
の
古
代
と
イ
ラ
ン
井
木
英
一
（
大
阪
外
国
語
大
）

会
長
講
演
華
陀
の
麻
酔
に
つ
い
て
松
木
明
知

一
般
口
演
五
月
二
五
日
（
土
）
、
二
六
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り

懇
親
会
五
月
二
五
日
（
土
）
午
後
六
”
三
○
’
八
妙
三
○

会
費
・
そ
の
他
“
参
会
費
四
、
○
○
○
円
懇
親
会
費
五
、
○
○
○
円

記
念
写
真
代
一
、
○
○
○
円
（
五
月
二
六
日
（
日
）
正
午

撮
影
）

会
長
》
松
木
明
知

雌
術
委
員
（
五
十
音
順
）

石
川
惟
愛

佐
藤
裕

種
市
健
男

(139）499

〆

三
五
九

三
五
二

一
二
一
狸
一
一

一
二
一
丑
一
一

一
二
一
狸
一

下
か
ら
十
五
行

下
か
ら
十
六
行

下
か
ら
十
一
行

下
か
ら
十
一
行

上
か
ら
十
三
行

門
口
厨
］
①
竺

弔
『
○
も
①
旬
画
く
】

べ
こ

？。
【
宮
司
ｃ
副
弓

］
騨
吋
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酔
包
勗

ペ
－
．
ジ
｜
行
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誤
一
正


